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 2007-08 年度の雨季の各サイトの総雨量はサイトＡで 1600mm、Ｂで 1586mm、Ｃで 1426mm
であった。平均年降雨量が 800mm 以下であるこの地域の降雨量から考えて、2007-08 年度
は多雨年であったと考えられる。そのため、多雨による被害を受けた圃場が多く発生し、
農民へのインタビューによるとその割合は全圃場数に対して 34%を占めた。 











利用図を作成した（土地利用図に関する詳細はページ 101-107 参照）。 
生態的問題、社会的問題に対処するためのレジリアンス対処行動には、予防・回避・緩
衝・解消・復元およびそれらの組み合わせがあると考えられる。それらがどのように働く
かは、空間的スケール（圃場、村落、地域）、社会的スケール（個人、世帯、氏族、コミュ
ニティー）、時間的スケール（週や月、雨季や乾季、通年、数年から数十年）および適用さ
れる技術オプションによって異なる。上述のケースは、圃場という空間スケールで短期的
時間スケールのもと行なわれた対処行動だと考えられる。 
